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(＊出席免除会員の欠席者　）

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

３１/３４　　 　　　９１．２０%      ３３/３４　　 　　　９７．１０%

３０/３４　　 　　　８８．２４%　　　　　　　　  　　　　　３４名

幹事報告
幹事　杉山順一君

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

淺原諒蔵ガバナー（静岡RC）

粉川翔太郎地区副幹事（静岡RC）

遠藤正幸第1グループガバナー補佐

　　　　　　　　　　　　　（三島西RC）

三田明宏ガバナー補佐事務局（三島西RC）

向井良明さん（杉山順一君のゲスト）

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

 今日は淺原ガバナーと遠藤ガバナー補佐がお見えになって

います。淺原ガバナーにはRI会長が唱えるテーマ「イマジン 

ロータリー」についてお話し頂けると思います。ガバナーの思

い、しっかりお聞き下さい。

　さて丁度１週間前、安倍元首相が暴漢の凶弾に倒れたとい

うショッキングなニュースが飛び込んできました。安倍元首相

は総理大臣時代に始めたアベノミクスと呼ばれた財政出動

型の経済政策で、この経済政策ひとつとっても安倍元首相の

評価を二分しています。恐ろしいのは、政治的な意図のある

暴挙の場合の世論の分断です。　人間の考えは千差万別で

右もあれば左もあります。常に民主主義という１つのシステム

の中で意見を言い合うのが人間の原則であり、我々 日本人

の基本です。

　ロータリーでも意見の違いがあるのは当然です。反対意見

がない方が不自然ですし不健康だと思います。私の方針や

発言でおかしな所、反対意見が有りましたら遠慮なく言って

下さい。いつでも議論できるロータリー、健康で風通しの良い

ロータリーであってほしいと思います。

７月１７日　　土屋和彦君

７月25日　　大村典央君

８月３日　　　髙村勝則君

①次回例会は８月5日金曜日になります。７月22日、29日

は休会になります。

②本日例会終了後理事会を行いますので宜しくお願いし

ます。

会員誕生日



ガバナー挨拶 ７月度理事役員会報告

中村徹君：２６２０地区ガバナー淺原諒蔵様、地区副幹事

粉川翔太郎様、ガバナー補佐遠藤正幸様、ガバナー補

佐事務局三田明宏様、今日は我がクラブへのご訪問あり

がとうございました。１年間ご指導宜しくお願い致します

石井司人君：ガバナーようこそおいでくださいました。又、

コロナウィルスも感染が拡大してきていますが、大変ご苦

労様です。ガバナー補佐、我がクラブの会長・幹事をよろ

しくお願いします。

大村典央君：昨年９月２９日に左ひじを骨折し、まだ完治し

ません。今月末に診察があるのですがそろそろ骨が付く

のではないかと期待しています。完治したらゴルフレッスン

に行く予定です。

伊丹雅治君：静岡県の県民割「しずおか元気旅」が８月31

日まで延長されることが決まりました。

スマイルボックス

RI第2620地区ガバナー

淺原諒蔵君

　平和を願って、その歌は1971年に戦火の中から生まれまし

た。その時から50年という時間が過ぎた現在、再び戦火に追

われる数多くの人々。戦争が起こるたびに歌い継がれるとい

われている名曲の題名を年度のテーマとしたのは偶然の一

致か、神の悪戯でしょうか。

　ジェニファーRI会長は、今年度のテーマ「IMAGINE 

ROTARY」でロータリーが持つ「力と繋がり」によって、世界に

もたらされる変化を想像して欲しいと呼びかけました。

　この世界にもたらす変化とは、ロータリーが取り組んでいる7

つの重点分野における活動の成果を意味します。7つの重点

分野において、ロータリーが取り組んでいるプロジェクトがもた

らす成果を想像し、さらにより大きな成果を得るためにロータ

リーの力（ロータリアン一人ひとりが持っているもの、熱意、情

熱、経験、ノウハウ、技術、相手を思う心、資金といったもの）

と、ロータリアン同士の繋がり、ネットワークを活かして下さいと

のメッセージです。

　RI会長から発信された、このメッセージを私達はどのように

受け止めたらよいのでしょうか。それはこの2年間コロナによっ

て思うに任せなかったロータリーの奉仕の活動を再開し、親

睦により絆を深めることで可能だと考えます。

　ロータリーの活動の原点である奉仕を通じて、クラブの活性

化を図ると共に地域社会に貢献する。多くの会員が参加する

ことで奉仕の喜びを分かち合う。

　成果はそれだけにとどまることなく、より大きなインパクトをも

たらし参加者の基盤を広げ、ロータリーのブランド価値を高め

ます。

　ロータリーブランドの価値の高まりは奉仕の活動に対する賛

同者を増やし、それは確実に新たな会員の発掘に繋がりま

す。

　絆を深めて、ロータリー活動を再開する。そこから生まれる

変化をイマジンするならば多くのことが達成できる筈です。

　皆様と共に「IMAGINE ROTARY　イマジン ロータリー」で

きますように、ご理解とご協力をお願い致します。

日時　令和4年7月15日　１９：３５～

場所　呉竹

出席者　　小林勝、米山晴敏、矢岸貞夫、岡良森、

　　　　　杉山順一、石井和郎、鈴木俊也、小島真、

　　　　　伊丹雅治、土屋巧、田村康晃、篠木喜世

議題　　

①小林会長より、山田パスト会長から釣り同好会を作

りたいとの意見があるがどうするかとの提案があっ

た。せせらぎ三島ＲＣの規約上問題が無いか確認し、

問題が無ければ許可しても良いのではという意見に

なった。矢岸パスト会長より、昔は釣り同好会があっ

たので問題ないのではないかとの意見があった。

②秋の家族会の日程変更について、9月16日（金）を

9月18日（日）に変更したいと親睦より報告があった。

日曜日の方が参加しやすいとのことで承認された。

③例会の開催方法は当面今の形で行う。他クラブとの

交流は、コロナの感染状況を見て今後検討していく。

④米山パスト会長より　：　次年度当クラブがホスト

でＩＭをやることになっている。浜松はもう日程も決

めてある。当クラブは出遅れてしまったので、さっそ

く準備に取り掛かりたい。次回までに、実行委員会の

メンバーを決めたいと思う。

　　　　　　　　　　　　一同の賛同をもって承認。

⑤第一グループ280余名、第二グループ400余名だが、

一緒にやらないかとのオファーがある。合計で680余名

とかなり大人数になってしまうが、会場などの件もあ

るしどうしようか・・・決定事項ではなく、可能性と

して合同開催もあるという事です（米山）。


